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株式会社日本触媒

社長　近藤忠夫

今期業績は、需要回復の中、一部製品市況高に助けられ、中期経営計画目標値を初年度にして超える予想だ。計画二年目の１１年度以降が本番と認識し、その達成へ向け全社一丸となり取り組む。また、電材・新エネ材料事業の育成・拡大を図るとともに、既存事業（アクリル酸、ＳＡＰ、酸化エチレン）の収益改善を目指す。さらに、持続可能な新化学産業プロセスの創出や地球温暖化ガス大幅削減を目指した技術開発等を推進する。今年は、当社創立７０周年の節目の年。ＣＳＲ活動、コンプライアンスの重視、コーポレートガバナンスの強化や安全の確保に努めたい。
